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絶滅危惧Ⅱ類（環境省レッドリスト 2020）

文化財保護法による天然記念物 

「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（種の保存法）」
による国内希少野生動植物種

オジロワシの国内の保護指定状況

https://hokkaido.env.go.jp/post_7.html



種の保存法に基づくオジロワシ保護増殖事業計画 平成17年12月

（文部科学省・農林水産省・国土交通省・環境省）

本種の自然状態での安定した存続のためには、ねぐら、繁殖地等の生

息及び繁殖環境の維持、人間活動に由来する餌資源に依存することな

く生息できる環境の整備等が必要である。・・・・・なお、本種の生

息及び繁殖地周辺における本種の生息及び繁殖に影響を及ぼすおそれ

のある土地の利用及び開発の実施に際しては、関係機関との連絡体制

を整備すること等により、本種の生息及び繁殖に必要な環境条件を確

保するため、その実施主体により配慮がなされるよう努める。 

第３ 事業の内容 2 生息及び繁殖地における生息及び繁殖環境の維持及び改善

当初計画では、この配慮が欠如

最終目的



食性：主食は魚類や水鳥類，知床岬周辺では繁殖期は周辺の海が主な餌場。

秋・冬にはサケやエゾシカ等の死骸も餌とする。

繁殖に関わる一般的特性：

・大径木の樹上に巨大な巣を造り，条件の良い巣は継続利用。代替巣をもつつがい
も多い。

・つがい関係やテリトリーは長期維持され，営巣地は世代を超えて引き継がれる。

・営巣地に固執するが，大きな環境変化等により放棄することがある。

・一般に3月下旬頃に1～3卵を産み、7月に巣立ち，幼鳥は冬前までに分散する。

・繁殖期は特に人間に対し神経質で，ストレスが大きいと繁殖放棄することもある。

・北海道では周年生息して営巣する留鳥と，ロシアの繁殖地から渡来する冬鳥の
両方が生息。

オジロワシについて（生息・生態的特性）



知床岬地区で繁殖するオジロワシについて

・知床半島には営巣地が連続的に分布

・オジロワシの成鳥は昔から生息（ex.1980年頃の観察記録

（中川1982））。

・事業予定地に最も近接する営巣木は2004年に確認、以降、

ここのつがいは営巣木を変えつつ繁殖継続。

・繁殖期に事業予定地周辺を利用している可能性のあるつがい

は、２もしくは３つがい。

・生態系の最高次捕食者であるほか、海産性魚類を食し、海の栄養分

を陸域にもたらすことで、陸・海域の生態系の相互関係の維持を担う。



1. 建設工事や建設後の保守点検等による影響

人間の立ち入りや活動，重機の稼働，工事に伴う騒音等

営巣，採餌，休息（とまり，塒）等の行動を妨害する可能性

⇒繁殖成功率の低下や営巣地放棄をもたらす

携帯基地局事業が知床岬周辺のオジロワシに与える影響



2. 太陽光パネル等の構造物設置（環境改変）による影響

・太陽光パネルに対するワシ個体の反応は不明だが，環境利用や行動に影響を

およぼす可能性がある。

・Streamer現象* への懸念

*ソーラーパネルの反射光線の集中により発火する飛行中の鳥

保護区、保護鳥であることからも、
予防的な保全策の適用が望ましい。

影響1、2から

ワシにとって重要な場所の周辺や、
飛行頻度の高い場所への設置は回避



オオワシ（越冬期）
絶滅危惧Ⅱ類（環境省レッドリスト 2020）

国内希少野生動植物種 /天然記念物

オオジシギ（繁殖期）準絶滅危惧種（環境省レッドリスト 2020）

＊アカモズ（1979年5月確認 (中川 1981)）/繁殖または渡り途中）

絶滅危惧IB類、国内希少野生動植物種(令和３年1月)

知床岬周辺の鳥類相は明らかではない

渡り期を含む周年の生息種を確認の上、希少種については生息地

の利用形態を明らかにして、繁殖や生息への悪影響が回避された

事業になるよう再検討が望まれる。

オジロワシ以外に配慮すべき希少鳥類もいる
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